
石垣番号 ai014 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名 |

石垣部位 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

鶏
可
灯
ツ
性

角の形状

右 1入角

左
|す
り付け

石垣延長 天端 070          下端 0.70

石垣高さ
左 045       右 035
最高 045  最高点位置

石垣勾配
左 0,05            右 000

最高地点 0,05

地盤状況 土 。平坦面(ゆ るい傾斜 )

石材種別 割石

石積工法 その他

石垣現状 小ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 小石を積む。後世の畑の石か ?雑な積み方。

破損の要因と破損状況
略 図

0         05         1

・小石材で築いたことなどに
より、ワレがみられる。

全景写真 1 全景写真 2

|

`
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石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

半壊。小さめの石を雑に積む。後世の畑に伴うものか ?

略 図

天端 245     下端 245

0.65  最高点位置

最高地点 0.10

破損の要因と破損状況

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1
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石垣番号 江_016 1地 区名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土留 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

ト

角の形状

右 |す り付け

左 1入角

石垣延長 天端 11.00    下端 11.00

石垣高さ
左 0.25            右 0,10

最 高 0,75  最高点位置

石垣勾配
左 0.00            右 0.00

最高地点 0.15

地盤状況 土・平坦面(ゆ るい斜面)

石材種別 害」石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 小ハラミ 。ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 B

特記事項 雑な積み方。左端天端トレ?畑に伴う後世のものか ?

破損の要因と破損状況
図

(湖劇 懲ヽ わ-7切 )

雄

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、カケがみら
れる。

全景写真 1
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石垣番号 ai_017 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土留 (該 当石垣は円内中心部に在する)石垣位置

角の形‖犬

右

一
左

出角

すり付け

石垣延長 天端 075 下端 075

石垣高さ
左 018          右 047

最高 0.68  最高点位置

石垣勾配
左 000           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 土 。平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 小さめの石を雑に積む。木の根で石が前にハラミ出す。

破損の要因と破損状況
田各

0      05      1

・施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。

全景写真 1

|

t
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石垣番号 ai_018 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲輪 名
|

石垣部位 土留 石 垣 位 置 6亥 当石垣は円内中′さ部に在する)

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 下端

石垣高さ
左 0.47           右 093

最高 0.93  最高点位置

石垣勾配
左 0,00           右 0,10

最高地点 0.10

地盤状況 ■・平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌケ・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 B

特記事項 雑な積み方。樹木天端 1本、周辺の天端石ナシ。木根で石が前ヘズリ出す。

破損の要因と破損状況
略 図

0      05      1m

・施工法等構造上の問題など
により、ハラミ、カケがみ
られる。

・石垣天端の樹木の影響など
により、カケがみられる。

全景写真 1

77



石垣番号 ■ 019 1地 区名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土留 ? 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1入角

石垣延長 天端 7.70     下端 7.70

石垣高さ
左  0。93           右 0.20

最高 0。93  最高点位置

石垣勾配
左  0。 10            右 0.00

最高地点 0.10

地盤状況 十 ・ 平 lH面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 石材所々トレ。左の四角い穴の中の石材と他の面が揃わず。左端の六の上の石落下可能性大。

破損の要因と破損状況
図

繊 均
】卜銘,メ電It覚〕1)尊,こな

輸蝉 れ 〕ヽ
0

浮滅偽猾鞠あ∵
9       1       2       3       4      5m

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、カケがみら
れる。

・石垣天端の樹木の影響など
により、カケがみられる。

全景写真 1

78



石垣番号 a1020 1地 区名 1     相畑城戸跡 曲輪 名
|

石垣部位 土留 石垣位擢

、
、:ラ

〉

を身
】こュ

(該当石垣は円内中心部に在する)

＼＼銭
角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 2.00         下端 2,00

石垣高さ
左 0.33           右 0.70

最高 0。70  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.10

最高地点 0.10

地盤状況 土・平lB面 |

ill与Fこi;二

こく
石材種別 割石

石積工法 打込ハギ。著し積

石垣現状 ヌケ(欠損)

構築年代 Ⅲ期

危 険度 B

特記事項 右側は本来もう少し続いていたと思われる。

破損の要因と破損状況
略 図

触 る`

。施工法等構造上の問題など
により、ズレ、カケがみら
れる。

全景写真 1
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石垣番号 a1021 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲輪 名 |

石垣部位 土留 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

―

キ

ー

キ

ー

、

‐

‐

角の形状

右 1出角

左 |す り付け

石垣延長 天端 700     下端 700

石垣高さ
左 018           右 0,20

最高 0.56  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 000

最高地点 020

地盤状況 土・斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険度 B

特記事項 右出角附近崩落。斜面のコーナー先端のため土圧で崩壊したと思われる。左石材欠損。木 1本 (1 0cm)

破損の要因と破損状況
図

・施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊、カケが
みられる。

全景写真 1
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石垣番号 aと022 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名 |

石垣部位 土留 ?区画割 ? る

．

す

）増
ダ
く

在

　

　

ノ
ｒ

1角中′さn‐
`に

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 下 端

石垣高さ
左 0.20           右 030

最 高 0.65  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0.10

地盤状況 土 。平坦面

石材種別 害幅百

石積正法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌケ・部分崩壊

構築年代 Ⅱ期

危 険度 B

特記事項 左端及び左端近くの 2ヶ 所で崩壊。上部斜面の土圧の為と思われる。石材も小石が多く雑で、これも崩壊の原因
の一つと思われる。右端は石材欠損。

破損の要因と破損状況
略 図

郷
7ル牟
0

施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊、カケが
みられる。

金景写真 1 金景写真 2

〇
〇



石垣番号 ai023 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土留 ?区画割 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

ギゴぜ
角の形1犬

右 |す り付け

左 1入角

石垣延長 天端 3.75         下端 3.75

石垣高さ
左 0.30           右 0.33

最高 0.50  最高点位置

石垣勾配
えこ 0.00            ア子 0.00

最高地点 0,00

地盤状況 土・平坦面

石材種別 害1石

石積工法 打込ハギ・舌し積

石垣現状 小ハラミ・ヌケ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項 上部石材欠損みられるが安定している。大小様々な割石を用いる。

破損の要因と破損状況
略 図

・施工法等構造上の問題など
により、小ハラミ、カケが
みられる。

全景写真 1
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石垣番号 ai_024 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲輪 名
|

石垣部位 土留

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 460     下端 460

石垣高さ
左 034         右 017
最高 1,10  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0.10

地盤状況 土 。平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 樹木によると思われる崩落あり。元の姿がはっきりしない。

破損の要因と破損状況

施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊、カケが
みられる。

石垣面の樹木の影響などに
より、部分崩壊がみられ
る。

図

あわ♂々

―返 め升 錦 フトを
'と

鱒 悸
え4ミと、

帯辱
〔ゝヽ幕朝障

泄 聖 上 ¬

全景写真 1
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右端出角のみ残る。他は残骸が点々とあるのみ。背後の上圧か ?露岩の組込。

略 図

石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)土留 ?区画 ?

すり付け(岩 )

天端 3.85          下端 3.85

最高 0.80  最高点位置
左 020            右 010

最高地点 010

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

・全壊している。

全景写真 1
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石垣番号 a1026 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土留区画割り? 石 垣 位 置 6亥 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 0.97 下端

脚
勁
μ

声

石垣高さ
左 080           右 040

最高 080  最高点位置

石垣勾配
左 010           右 0,00

最高地点 010

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 全壊

構築年代

危 険度 全 壊

特記事項 全壊。土圧か ?

破損の要因と破損状況
図

涯
織形セと財す

Ч

0     05     1 rl

全壊している。

全景写真 1
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土留区画割 ? 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する )

石垣は低いが崩壊の危険性高い。左右の石垣は崩落。

略 図

ギゴぜ

②

オ茅韓こ弄ЙttHJ・・

輛売停著冬憾

天端 2.05          下端 2.05

最高 0,90  最高点位置

打込ハギ・乱積

ハラミ・部分崩壊

破損の要因と破損状況

ど

ミ

な

ラ
題
ハ
間

ヽ

の
壊
上
崩
造
分

。

構
部
る

等

れヽ

法
り
ら

工
よ
み

施
に
が

全景写真 1
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石垣番号 a1028 1地 区名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名
|

石垣部位 土留区画 ? 石垣位置 当

一

該

一

石垣は円内中′b部に在す ａ
　

・
、

(1ノ
触
!
Pん
④

角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 0.50         下端 0.50

石垣高さ
えE O.30            ,守  0.93

最高 0,93  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.10

最高地点 0.10

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 全壊

構築年代

危 険度 全壊

特記事項 短い面であるが石材の全てが動き、崩落しているものもある。

破損の要因と破損状況
図

欠義

斎ぃX4H

・全壊している。

全景写真 1
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石垣番号 ai_029 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 在する )

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 下端 375

石垣高さ
左 102           右 100

最高 130  最高点位置

石垣勾配
左 010           右 020

最高地点 0.24

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ・ヌケ 。ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項 非常に雑な積み方。谷積。小石材多し。天端に 1本、天端近くに 1本樹木。

破損の要因と破損状況
図

描ヘュtrPIし 細隷朔

蒙靴

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、小ハラミが
みられる。

石垣天端の樹木の影響など
により、カケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 a4030 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土留区画 ? 石 垣 位 置 G亥 当そfチEは円内ll b部 に在する)

角の形状

右 1入角

左1出角

石垣延長 天端 140     下端 140

石垣高さ
左 100            右 035

最高 ■00  最高点位置

石垣勾配
左 0.20           右 0.00

最高地点 0.20

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌケ ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 上半欠損 (崩壊)、 下部は土砂で埋もれ、背後の上砂で少々一部ズレ出し。

破損の要因と破損状況
略 図

施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 が 031 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土留区画 ? (該 当石垣は円内中心部に在する)

○

角の形状

石垣延長 天端 575         下端 5,75

石垣高さ
左 035

島 1.24

石垣勾配
左 0,00

点 0.28

028

地盤状況 土・平坦面

石材種別 害J石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ハラミ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項
一部石材ナナメに積む。中央部全体に前に大きくハラミ出し。その左は部分崩壊。右側 (ai32)と 一連の石垣で
あるが、右に比べて石材小さい。

破損の要因と破損状況
図

S9す狙

みハうこ

・石垣天端の樹木の影響など
により、部分崩壊がみられ
る。

・石垣面の樹木の影響などに
より、アヽラミがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 ai032 1地 区名 1     相畑城戸跡 曲輪 名
|

石垣部位 土留区画割り ? 石 lB位置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

ド
角の形状

右 1出角

甲
／
′

榔
期

左 (入角 ?Xす り付け ?)

扮
牙

石垣延長 天端 490     下端 490

石垣高さ
左 1.240          右 1.65

最高 165  最高点位置

石垣勾配
左 028            右 0.15

最高地点 0.15

地盤状況 土・平坦面 Z

デ/TI
_″″″L

石材種別 割石 筋

＝

呂

＝

／

／
／
／
″　
勘

石積工法 打込ハギ。乱積

ガ
石垣現状 小ハラミ・ヌケ・ズレ 〆///やヴ々 芽

5 Ю 砂構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 他に比べ比較的大石 (約 lm)を用いる。右角ゆるくハラミ。全体に谷積。後世の積み直しか ?算木積 (低 )

破損の要因と破損状況
図

ど

ヽ

な

ミ
題
ラ
問
ハ
の
小

。

上

るヽ

造
レ
れ

構
ズ
ら

等

みヽ

法
り
が

工
よ
ケ

施
に
カ

全景写真 1
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石垣番号 ぬ_033 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名
|

石垣部位 土留区画 石垣位置 (該 石
内

当

＼

垣は円内中心部に在 する)

7削l

琴惚う蒻

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 下端

石垣高さ
左 160           右 0.60

最高 160  最高点位置

石垣勾配
左 右

最高地点 010

地盤状況 土 。平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 右半は小石材多し。間詰がほとんどない。 (本来なかった ?)算木積 (低 )

破損の要因と破損状況
田各

・施工法等構造上の問題など
により、ハラミ、カケがみ
られる。

右変曲点 左変曲点

92



土留区画 ? 石垣位置 G亥普石垣は円内中心部に在する)

小石材多い。草で石垣みえにくいが、比較的安定している。

略 図

ili,そ
:iユ!魏

天端 134     下端 1.50

最高 0.83  最高点位置

打込ハギ・乱積

天端石の欠落

破損の要因と破損状況

施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

全景写真 1
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石 垣 位 置 (言亥当石垣は円内中心部に在する)

雑な積み方。石材小さい。右端崩壊。問詰ほとんどなし。 (当初からない ?)

略 図

許翻!
Fるん

訴I籍警

土留 ?区画 ?

天端 400     下端 400
左 128            右 0.60

左 0.15           右 0,10

最高地点 015

打込ハギ・舌L積

小ハラミ・ズレ・部分崩壊

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、小ハラミ、
部分崩壊がみられる。

全景写真 1
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石垣番号 a4036 1地 区 名 1     相畑城戸跡 山輪 名

石垣部位 土留 ? 在する )(該 当石垣は円内中心部イ石垣位置

角の形状

右

一
左

すり付け

出角

天端 145     下端 145石垣延長

石垣高さ
左 060           右 014

最高 060  最高点位置

石垣勾配
左 0.10           右 0.00

最高地点 0.10

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割石

石積工法 その他(不明)

石垣現状 全壊

構築年代

危 険 度

特記事項 全壊で当初の形不明。石段横の石か ?

破損の要因と破損状況
略 図

全壊している。

全景写真 1
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土留 ?区画 ?

評
剛

爾

蜘れ

粕

0         05         1n

階段横の石か ??

略 図

当初の姿不明。

すり付け

天端 1.50     下端 1.50
左 030           右 0.15

最高 030  最高点位置

その他(不明)

破損の要因と破損状況

・全壊している。

金景写真 1
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石 垣 位 置 G亥当石垣は円内中′絲 Бに在する)

中央に岩を挟んで右半のみ残る。左半は土圧で崩れ ?(低石垣)残存部問題なし。間詰石なし。

略 図

ミ

ー
ー

ー

ヽ

キ

ー

‐

‐

/碑毅卜痛ぷ
ltl笥敬事し

土留 ?犬走り?

天端 3.60         下端 3.60

左 043        右 0.40

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

露岩と築石面の不整合など
により、部分崩壊がみられ
る。

全景写真 1
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土留区画犬走り?

石材大小、様々な石をナナメ等雑に積む。小ハラミ。一部崩壊。左端に連絡する石垣部分ナシで危険。

略 図

石 垣 位 置 (該当石垣は円内中′沸 卜に在する)

天端 360         下端 3.60

左 150        右 043
最高 150  最高点位置
左 015           右 0,00

最高地点 0.15

土・ゆるい斜面

打込ハギ・舌L積

小ハラミ・部分崩壊

破損の要因と破損状況

施工法等構造上の問題など
により、小ハラミ、部分崩
壊がみられる。

全景写真 1
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石垣番号 ai040 1地 区名 1     相畑城戸跡 曲輪 名

石垣部位 土留 ? 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中ナ酷 卜に在する)

玉当鼠鮮尾璽葦薄ぷぶごミミ梶藪きくおまさく黒諄輸誼噂画蕩ぶヽさ＼＼
角の形状

右 1出角

左 |その他(不明)

通みfρり%笠

石垣延長 天端 1.90     下端 1.90

石垣高さ
左 0.96           右 1.50

最高 1.50  最高点位置

石垣勾配
左 020           右 0.15

最高地点 0,15

地盤状況 土・ゆるい斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 全壊

構築年代

危 険度 全壊

特記事項 全壊。最下段がかろうじて石列風に残るが、カーブを描いて左のa141と繋がらないため当初の形は不明。

破損の要因と破損状況
略 図

・全壊している。

全景写真 1

|

|
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石垣番号 ai041 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲輪 名 |

石垣部位 土留 ? 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′b部に在する)

ゴ翻
①

甲々 ①

％
η
ｌｌｌ

角の形状

右 1入角 ?

左 1入角

石垣延長 天端 400     下端 400

石垣高さ
左 0,85            右 0.96

最高 0.96  最高点位置

石垣勾配
左 010           右 0.20

最高地点 020

地盤状況 土・ゆるい斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 全体に面が揃っていない。大小様々な割石を雑に積む。一部大きくズレ出し。

破損の要因と破損状況
図

0              1               2              3n

・施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。

・石垣面の樹木の影響などに
より、ズレがみられる。

・小石材で築いたことなどに
より、小ハラミがみられ
る。

全景写真 1
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石垣番号 aと042 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名
|

石垣部位 その他 ? 石垣位置 (該 当石垣は円内中心部に在する )

1_l評 ,

r〆
るSん

角の形状

右 1入角

左 1入角

石垣延長 天端 150     下端 1.50

石垣高さ
左 060            右 0.85

最高 090  最高点位置

石垣勾配
左 右

最高地点 0,10

地盤状況 土・ゆるい斜面

石材種別 害」二雪

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 B

特記事項 小石材多く雑な積み方。全体にうねる感じでハラミ出し。

破損の要因と破損状況
田各

絡 と窓とこ
X″1を ',5

・施工法等構造上の問題など
により、 小ハラミがみられ
る。

金景写真 1
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石垣番号 �_043 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名 |

石垣部位 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角

左1出角

石垣延長 天端 080          下端 0.80

石垣高さ
左 070           右 0.53

最高 070  最高点位置

石垣勾配
左 右

最高地点 010

地盤状況 土・ゆるい斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 部分崩壊

構築年代 III期

危 険 度 B

特記事項 小石材を使う。雑な積み方。左端上半崩壊。

破損の要因と破損状況
略 図

0             05             4船

・施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

全景写真 1
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石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′b部に在する)

′
L瞬
甲 翼 ■ 干

菖
■ 弾
と 缶
■ 耳
工 と
■ 多 」  ―

左半崩壊。雑に小石材を積む。

略 図

0     05     11:

荘棒や沙銑

天端 250     下端 250
左 062           右 070

最高 0,70  最高点位置
左 0,00           右 010

打込ハギ・乱積

小ハラミ。ズレ・部分崩壊

破損の要因と破損状況

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1
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相畑城戸跡

右側ai44の崩壊部から連鎖崩壊するかも知れない。積み方と土圧か数石前ヘズレ出し大。間詰石のヌケあり。

略 図

石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

天端 1.88     下端 1.88

最高 075  最高点位置

打込ハギ'乱積

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1
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石垣番号 aこ046 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土留 ? 石

＼

恒
一
＼
つ

住蒟豊 (該当κ「垣は円内中心脈
）＼
▲＼

住する )

α
 l

角の形状

右 1入角

左1入角

石垣延長 天端 180     下端 1.80

石垣高さ
左 100            完

= 0.75
最高 100  最高点位置

石垣勾配
左 025           右 0.20

最高地点 025

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌケ ズレ・天端石の欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 全体に前後に若干石が倒れ込んでいる。大小の石を取り混ぜて積む。

破損の要因と破損状況 技
Ｈ

瑳色泳肖割レrこ

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケ、カケ
がみられる。

全景写真 1
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石垣番号 at047 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲輪 名

石垣部位 土留 ? (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角

左 1入角

石垣延長 天端 2.00         下端 200

石垣高さ
左 128           右 100

最高 128  最高点位置

石垣勾配
左 015            右 0.25

最高地点 0.15

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項 間詰石のヌケあり 大小の石を取り混ぜて積む。

破損の要因と破損状況
略 図

rH■

全景写真 1
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石垣番号 at048 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲輪 名

石垣部位 土留 石 垣 位 置 6亥 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角

左 |その他(不明)

石垣延長 天端 290         下端 2.90

石垣高さ
左 0.50           右 1.28

最高 163  最高点位置

石垣勾配
左 000            右 0.15

最高地点 020

lb軽 J★ 1耳 土・平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ・ヌケ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険度 B

特記事項 ナナメに積むなど雑な積み方だが比較的安定。但し左端連鎖崩壊の恐れあり。径40制ほどの木が石垣面に食い込
む。

破損の要因と破損状況
図

勁競

・施工法等構造上の問題など
により、ヌケ、小ハラミ、
部分崩壊がみられる。

全景写真 1
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石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

その他(不明 )

天端 510     下端 5,10
左 015           右 0.50

その他(不明 )

盈
碑ゝ利おA靖雌厚西 ヒ___._―上_____一一生____J

破損の要因と破損状況

・全壊している。

全景写真 1
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石垣番号 ai050 1地 区名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中心部に在する)
―

―

ヽ

、

―

―

と

、

ミ
ｒ
ｉ
ヽ
＼鉄鰤

／

く

亀

角の形1犬

右 |その他(不明)

左 |す り付け

ミ かヽご各
=石垣延長 天端 5,70 下 端 5,70

石垣高さ
左 045      右 0.15
最高 132  最高点位置

石垣勾配
えE 000            '子  0.00 滅

ト
キー

最高地点 010

地盤状況 土・平坦面
r

石材種別 割 石
ヽ

10      ‐`́   211n

一

石積工法 打込ハギ・乱積

鞠
3   5

石垣現状 ハラミ・ヌケ。ズレ。部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険度 B

特記事項 右端、左中央、左寄り部分崩壊。不安定な地盤上にあり、背後の土圧もあって崩壊の危険あり。石垣自体は低
い 。

破損の要因と破損状況
図

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

石垣面の樹木の影響などに
より、ズレ、ヌケ、ハラ
ミ、部分崩壊がみられる。

全景写真 1
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石垣番号 a1051 1地 区名 1     相畑城戸跡 曲輪 名

石垣部位 土留 ? 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′沸 卜に在する)

角の形状

右 |す り付け

左|す り付け

石垣延長 天端 下端

石垣高さ
左 右

最高 042  最高点位置

石垣勾配
左 000            右 0.00

最高地点 000

地盤状況 土 。平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌ ケ ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 2～ 4段の列石状の石垣。小石材を雑に積む。数ヶ所崩壊。

破損の要因と破損状況
略 図

0        5        10m

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケ、部分
崩壊がみられる。

全景写真 1
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石垣番号 at052 1地 区名 1     相畑城戸跡 曲輪 名

石垣部位 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中′酷 Бに在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1入角

石垣延長 天端 下端 13.9

石垣高さ
左 086            右 025

最高 110  最高点位置

石垣勾配
左 040        右 0.00

最高地点 010

地盤状況 土・斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ハラミ・ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険度 B

特記事項 面が揃わずうねったようにハラム。上部数ヶ所崩壊。小石材多し。

破損の要因と破損状況 皮
Ｈ

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ハラミ、部
分崩壊がみられる。

・石垣面の樹木の影響などに
より、ズレがみられる。

全景写真 1



石垣番号 ai 053 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲輪 名

石垣部位 石垣位置 ∈亥道石垣は円内中′酷 [に在する)
１

１

，

ｒ

Ｙ

Ｉ

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 8.80         下端 8.80

ヾ石垣高さ
左 100           右 086

最高 190  最高点位置

石垣勾配
左 0.10        右 040

最高地点 040
く
リ
カ

o F

地盤状況 十・ 斜 面

石材種別 割石

鋭
石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 小ハラミ・ヌケ・ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期 , 10 o7.2伽
■爾調時蒻再毎萬ヨ ン危 険度 B //// η――

特記事項 左端は通路脇となる。中央部に上面に土砂が溜まる。 4～ 5本木が入り込む。左端上部崩壊。

破損の要因と破損状況
略 図

を   2

ホふ式

4

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

石垣面の樹木の影響などに
より、小ハラミがみられ
る。

小石材で築いたことなどに
より、小ハラミがみられ
る。

全景写真 1
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石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

イ僑

大半の石材が元位置を留めていない。

略 図

錦・Itヽじ
i

すり付け

天端 200         下端 2.20

最高 100  最高点位置
左 0.00           右 0.10

最高地点 0.10

打込ハギ。舌L積

破損の要因と破損状況

全壊している。

全景写真 1
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石垣番号 �_055 1地 区名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土留 石垣位置 G亥当石垣は円内中心部に在する)

E/
11

t 宅 ク
多多艇

角の形J犬

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 730     下端

石垣高さ
左 020           右 0.10

最高 040  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0,00

最高地点 0,00

地盤状況 土・斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・布積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 ほぼ安定。 1～ 3段の列石状の石。長方形の石を布積状にナナメに積む。間詰石のヌケあり。

破損の要因と破損状況
略 図

/斜 る嶋 な

全景写真 1

114



石垣番号 ai_056 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名
|

石垣部位 土留 石垣位置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

奮尺ぐ帥
角の形状

右 |す り付け

左 1入角

石垣延長 天端 190         T端  190

石垣高さ
左 0.12    右 011
最高 0.12  最高点位置

石垣勾配
左 000           右 0.00

最高地点 000

地盤状況 土・斜面

石材種別 割石

石積工法 その他(不明)

石垣現状 全壊

構築年代

危 険 度 全壊

特記事項 石材埋もれ積石状況不明。 1～ 2石の列石状と思われる。

破損の要因と破損状況
略 図

?θ

'汚

社務j6Ч妃落
0     05     1“

歿

五 百 〒 下 〒
と電

了

全壊している。
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石垣番号 ai_057 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲輪 名

石垣部位 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

ボ
ぷ
鞘
九
〃

角の形状

右

左

石垣延長 天端 190          下端 1,90

石垣高さ
左 右

最高 036  最高点位置

石垣勾配
左 000           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 土・斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌ ケ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 特に問題ナシ。列石状の石。

破損の要因と破損状況
略

施工法等構造上の問題など
により、ヌケがみられる。

全景写真 1
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石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中′心部に在する)

効

列石状の石。大半埋もれ状況不明。特に問題ないと思われる。

略 図

YrttJ
一〒

佃
05 ln4

天端 140     下端 140

左 014         右 0.12

破損の要因と破損状況

全景写真 1
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石垣番号 aと059 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土留 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中′酪 [f

it(ttttit(1(|〔
ijiキ

il｀キ:キli
在する )

(｀ ィ ンIム  ＼Pヽ わ
角の形状

右 1入角

左 |す り付け ＼
、＼減
朗
計
憩
発
議
斡
ふ
杭
州
ガ
Ｖ
凡
聘

石垣延長 天端 下端

石垣高さ
左 025          右 014 ぷ

ヾ
最高 025  最高点位置

石垣勾配
左 000           右 000 ぐ

甥

最高地点 000

地盤状況 土・平坦面

石材種別 害萌巨

石積工法 その他(不明)

石垣現状 良好 ぷ
郡

ろィケ/ケ
'`テ

ィケケ
'T,看

,譲子π

S Ю υ

―

ゆ
が構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 特に問題ないと思われる。大半が土砂に埋もれる。

破損の要因と破損状況
略 図

0     0S     lm
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石垣番号 ai060 1地 区 名 1      相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中′b部に在する)

砲
"市
巧

１
姿

く …

ゝヽ   確

＼

角の形状

右 |す り付け

左
|す
り付け

石垣延長 天端 8.90 下端 8,90

石垣高さ
左 0.20            右 0.02

最高 1,62  最高点位置

石垣勾配
左 0,00           右 0.00

最高地点 062

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・部分崩壊 欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 右側崩壊。左端上部崩壊。

破損の要因と破損状況
略 図

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊、
カケがみられる。
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石垣番号 五_061 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 道路 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状瑞
石垣延長 天端 850     下端 8.50

石垣高さ
左 0.20           右 0.55

最高 115  最高点位置

石垣勾配
左 0.00            右 0.00

最高地点 0.50

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 小石材が使用されている箇所でズレがみられる。

破損の要因と破損状況
略 図

ど
れ
な
ら
題
み
間
が
の
壊
上
崩
造
分
構
部
等

ヽ

法
り
工
よ

。

施
に
る

・小石材で築いたことなどに
より、ズレがみられる。
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石垣番号 a4062 1地 区名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名 |

石垣部位 ?
石 垣 位 置 (該当石垣は旧内中心部に在する)

評ヽ ＼、l…・ 恨Iへ＼
▼
＼

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

試蕪石垣延長 天端 104 下端 1075 ヽ N
石垣高さ

左 140      右 018
最高 ■90  最高点位置

石垣勾配
左 0.20            右 000

最高地点 025

地盤状況 土(ゆ るい斜面 )

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 小ハラミ・部分崩壊・欠落

構築年代 Ⅱ期

危 険度 B

特記事項 左は崩壊。比較的大きめの石材 (lm)を使う。安定している。但し左端崩壊で連鎖崩壊の恐れあり。間詰石の
ヌケあり。

破損の要因と破損状況
田各

綸 偽不飾)t、 ュIヽすヽラミ

施工法等構造上の問題など
により、小ハラミ、カケが
みられる。

石垣面の樹木の影響などに
より、部分崩壊がみられ
る。

全景写真 1
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石垣番号 at063 1地 区名 1     相畑城戸跡 曲輪 名
|

石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左1出角

石垣延長 天端 410 下端

石垣高さ
左 410 右

最 高 410  最高点位晉

石垣勾配
左 030      右 000

翻
夕ゝ

最高地点 0.30

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 ズレ・欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 方形石材。 (大きさ揃う)間詰石のヌケあり。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
図

と心 循

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、カケがみら
れる。

全景写真 1

122



石垣番号 ■ 064 1地 区名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 122 下端 13.35

石垣高さ
左 430        右 410

公
負慕

最高 470  最高点位置

石垣勾配
左 020            右 030

最高地点 0.25

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ・ヌケ・割レ。欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 方形石材使う。サイズ揃う。算木積 (高)。 目地 2箇所あり。

破損の要因と破損状況
図

ど

ヽ

な
ミ

。

題
ラ
る

問
ハ
れ

の
小
ら

上

みヽ

造
ケ
が

構
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工
よ
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施
に
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石垣番号 ai065 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 (i亥当石垣は円内中ィb部に在する)

角の形状

右 1出角

左 |す り付け

石垣延長 天端 180 下端 2,70

石垣高さ
左 005       右 430
最高 430  最高点位置

石垣勾配
左 000           右 020

卜
Ｎ
Ｗ
Ｗ
ヾ
卜
▼
√
】
Ｌ

ツ〃//
最高地点 020

地盤状況 その他(石垣 )

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 間詰石のヌケあり ソリあり。

破損の要因と破損状況
図

全景写真 1
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石垣番号 ai_066 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名
|

石垣部位 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

企 均
嗣

番所跡

:こことこミミミミ、

石垣延長 天端 5.50          下端 5.50

石垣高さ
左 0.20           右 3.50

ど
最高 3.50  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.20

う

最高地点 0.20
(

地盤状況 斜面

石材種別 割 石

す
、

ヽ
、

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌ ケ ズレ・部分崩壊

ゝ
ヽ

　

五

構築年代 Ш期

危険度 B

特記事項 角張った小石材。雑な積み方。ナナメ使い。

破損の要因と破損状況
略 図

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

石垣面の樹木の影響などに
より、ズレがみられる。

小石材で築いたことなどに
より、ヌケがみられる。

全景写真 1
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